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1
.

( 1 ) よ
式

= - 3 + 9

ニ 6
m

(2) 与 式 = - 5～
( 3 ) 与 式= 4

√3 一 ;
= 2

√3
m

(4 ) 与式 = ( x - 2 (x + 4 ) m
～

(5)
y

は x に 反比例するので Y = x とおく 、

x == 6
,

y = 2 を 代入 して

2 =

-

@ → a = - 12

よって 。 y = -
2
で Y = 3 を 代入 して

3 =
-

12
⇒ x =

- 4
～

( 6) 円 すいの 展開国 は 以下 の 通 り

へ
同じ 長 さ 底面 の 円周 の 長 さと

6 em
側面 のおうぎ形 の 周 の長 さ

は 等 しい
。おうぎ 形 の 中心f* . 角 を x とすると

3 × 2 ×π = 6 × 2 ×π×3
宣径 宣径



よて

6 π =12 π

×36
王 =

36c ⇒ x = 1800

したがって
, 側面積 は

6 × 6 × π ×
fo

= 36 π× I
360

= 18 πcmmmm
( 7 )

く同位角

制…180

-.s 50
.

〉
同位角

のように l cm に 平行 な 直線n を 引 く 、

各 角度 は 国 の 通 り

よて

cx = 75～
～



( 8 )

10 度 以上 12 度未満 の 度数 は 4 個

度 以 上 度未満 の 度数 は 個は 1 《 11

よて 10度以上 14 度未満 の 累積度数は

4 1 1 = 15 個

50 個 中 15 個 が 10 度以 上 14度未満 なので
割合 は

15

50

よって
,
1000 個 の 場合 は

1000 × 55 =⑪⑨

2
.

( 1 )

B
OOPQ C OOAB について

1 共通な 角 は 等 しいので

∠ QOP - LBOA 一 の
①

Q 4 仮定 より

1 LOPQ =LOAB = 90 - ②

0 ALノ
①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しい

ので
,
G OPQ CSOOA

B

対応 する辺 の 比 は 等 しから
OP : OA = PQ : AB
∞ 4



よって
2 PQ = 4 ⇒ PQ = 2
～

(2 )

( 1 ) より OOPQ ∞ O OA B なので

OP - OA = PQ : AB
∞ 4x

よって

2 PQ = 4 x ⇒ PQ = 2x

したがて 0 OPQ の 面積 Y は

Y = ュ x x × 2 x

= x
2

.

よって , Y =
x

のグラフは 忍

( 3 )

① x = 2 のときの □ OPQ の 面積 を 求めれば 良い
。

x = 2 のとき 点 P は 点 A と 重 なり 点 Q は点 B
と 重 なる

。
したがて 0 OPQ の 面積 は ∞ OAB

の 面積 と等 しから

Y = 土 × 2 × 4

= 4
.

よって 回 にあてはまる 数 は出



② 国 2 より 点 P は 辺AB Iを 8 秒で移動する

AB = 4 cm なので 点 P の 動 く 速 さは
4 ÷ 8 = 土

よって 秒速 Icm
～

③ 0 ≤ x ≡ 2 のとき
,
Y = x

2

2 ≡ x ≡ 10 のとき 2 より

x = 2 のとき y = 4

x = 10 のとき Y = θ

直線 の 式 を Y = Qx tb とおくと 1次関数 では
傾 き = 変化 の 割合 なので

Y の 増加量
a =

x の 増加量

=器
=

-
4

= 一土
よって

Y

= - Ix tb で , x = 10 . Y = 0を 代入 して

0 =
- 上 × 10 tb ⇒ b = 5

よ。
て

2

≡ x ≡ ( 0では y = - 1 x + 5 となる
。



O ≤ x ≤≡ ( 0 のときのグラフは 以下 の
通

り

ハ
Y

ー ⑤

ー

ーノー 0

1 1
「

い
「 l 1

[ 1 > と
2 LO

グラフより

O ≤ x ≤ 2 では x c はは 1 対 1 で 対応
2 ≤ x ≡ 10 では

x

と Y は 1 対 1 で 対応
しているので

、
0 OPQ の 面積 が 等 しくなるためには

x = t のとき Y = x

x = 七 + 4 のとき y = -± x + 5

のグラフとなる 。よて

t= - 土 ( t + 4 ) + 5

ttIt - 3 = 0

2 tt t - 6 = 0

解 の 公式 より

t=
-1 ±√ P - 4× 2

×

2 × 2



=

=
よて

こ =
- 2

,
3

0 < tc 6 より 夂
x = t のとき Y = x のでラフである。

Y = xx は O ≤ x ≡ 2 なので
,

t は O ≡ ヒ ≡ 2

を 満 たす 必要がある 。

t =② はこれを 満 たすので適する

3
.

い )

まず OABCSL DBA で
ー

0 あることを証明 する 。

12 OABC と O DBA におて
、

^
仮定 から

ー
8
. A : DB = 3 :2 -の ∞～

、8
シ

BC : BA = 3 : 2 ー②
～～②
18 12



①
,

② より

AB : DB = BC : BA ー③

共通 な 角 だから
∠ ABC =∠ DBA ー ④

③
.
④ より 2組 の 辺 の 比 とその 間 の 角 がそれぞれ

等 し、 から

OABCS ODBA

したがて

LACB =LD … 対応 する 角 は等⑤
仮定から

LDAB = LDAC ー⑥

⑤
.

⑥ より

∠AC =D LCAD

( 2 )

( 1 ) より CACD = LCAD

/ .
なので OADC は

12 AD = DC のニ等辺三角形
である

。く
a

ー∞ーール→ DC = BC - BD

= 18 - 8

= 10 cm

よて

AD = 10cmmm



(3 ) ( 1 ) より OABC ∞← なので 対応 する辺 の 比DBA

は 等 しいから

AB : DB = AC :A∞ π

よって

3 : 2 = AC - 10

2 AC = 30 ⇒ AC = 15 cm
～

( 4 )

問題文 の 条件 から
E

,e 1

0Fo 点 E
,
点 F はな 国 の

1 .甲
⑧ G ようになる 。

8 UL形 の 残 りの 点 を G

. とする 。

BD は ∠ BAC α= 等分線 なので 点 G は 辺 ADI

にある 。 ( LEAG =∠ FAG なので AG はひ L形 の対角
線 となる ) ∠ BAD =∠ CAD =∞ と 書 くこととする 。

まず
,

OAED COAFD
E \

,
β

/

0
X
0F において , 仮定 より

. 0

∠ EAD = ∠ FAD ー ①

8 AE
,
A F はひ L形 の 一辺

凵 \ ⑪ なので

AE = AF 一 ②



共通 な 辺 は 等 しから
AD = AD ー③

①
,
②

.

③ より 2 組 の辺 とその 間 の

角

がそれぞれ等しい
ので

,

OAED ≡ OAFD

対応 する 角 は 等 しので
LAED = LAFD

∠ AED = LAFD = X
,
LDE A = 0 と 書 くこととする

。

AD = BD = 8 cm なので
,
□ DEB は = 等辺三角形

である
。 よって
∠ DEB = LDBE

∴
- DBE = ∞

また
,
□ ← × = 180 より 0 = 1800- ×

.

よって

∠ DFC = 180 - ×

= 0

AD = 10 cm
,
D C = 10 cm なので OADC は 二等辺三角

形 である
。 よって

∠ DAC = LDCA

∴ CDCA =

また
ノ

E 8
1

LADB = 180 - ∞ - 0∞Fへ12
③ メ

凵
0 . ∠ FDC = 180

ー

0
- 0

1
8 12

より LADB = LFDC
.

。
☆. .

) ∠ ADB =∠ FDC = A と

書 こ C とする



OABD と L CFD において

∠ BAD = LFCD =∞ ー ④

LADB = LCDF = A ー⑤
AD = D C = 10 cm ー⑥

④
,

⑤
,
⑥ より 1組 の辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しので , OABD ≡ 0 CFD

対応 する 辺 の 長 さは 等 しので
AB = C F = 12 cm

AC = 15 cm より

AF = 15 - 12

= 3 cm

.

r
F～"

)
"

200 ABC =

0 G

よって

OAEF の 面積 : OABC の 面積 = 3 × 3 : 12 × 15

= し : 20

⇒ LABC の 面積 = 20 × OAEF の 面積
～～

また OAEF の 面積 = 土 × UL形AEGF の 面積 より
～～

OABC の 面積 = 20 × 上 ×µLAEGF の面
～

= IO × µ L形 AEGF の 面積



よて

UL形 の 面積 = 世 × OABC の 面積

したがて 求 める答 えは選
参考 A

/世
) な 国 において

m
"

"
& E a

oD AC : AE = a : b

1 \ A B : AD = m : n
B C

とする
。

このとき

OABC の 面積 : OADE の 面積 = axm : b × n

山
( ) 点 B のx 座標 は 2 である

。

点 A は 点 B と Y 軸 について 対称 なので

点 A の x 座標 は 一 2
…

(2 ) 点 C は Y = Ax 工 にあり
,

x = 2
, y = 1 なので

ーに A × 22

∴ . 4 a = - 1 ⇒a = - 4
～

( 3 ) 点 A は Y = x
2

± にあり
x

= - 2 なので

Y = (- 2 )
2

= 4 : . A( - 2
, 4

)～～



直線 AC の 式 を Y = axt b とおくと 1次関数
では 傾 き = 変化 の 割合 なので

a =

Y の増加量
x の 増加量

=2)

… 点 A → 点 C の 増加量

=
一 ⑤

よては = - ⑤ x t b で , A ( - 2 , 4 ) を 通 るので

4 = - ⑤× -2 ) + b
b = 4 - 5

=
3
2

よて 。 y = - 45 x五
～

( 3 ) A
,
B
,
C を 通 る 円 の 中心 OL

の
①

は AB と BC の 垂直二等分
線 の 交点 である

( 2
.
4 )

リ い 左国 のように
,
BC の 中点 を

ー

E とする
。

⑧

@, 0
,

E
B ( 2

,
4 )

,

C (2 - 1 ) より

( 2 , - 1 ) B C = 4 - (- 1 )

= 5
cm



よて
,
BE = 25 cm

E の x 座標 は 2 より

O
'

E = 2 cm

したがて O BO
'

E で 三平方 の 定理 より
一

O ' B=√ 2 I)
)
÷√4+ :√

= =

O' B は 円
O

の 半径 なので 直径 は

× 2 =√ cm
～

②
なのような O O 'DF を 考える

。

また
。 点 D の x座標 を t とする 。

( 2
,
4 ) の ①から BE = 25 cm なので 、

E の 座標 は

0 ⑨

0
⑩

E

E x 座標 : 2

D
Y 座標 : 4 - 5

= 3

: ∴ E (
2
,3 )
～

点 F は
,
x = t であり

,
点 E と Y 座標 が 等 しので

F ( t , z)
～



したがって
OF = tcm . FD = 3cm , OD=o☆

L O
1
D F で 三平 方 の 定理 より

= ピ ( 五 () P
式 を 整理 して

岳 = ピ + 49
: t = ③2

t 7 0 より

こ =

4
枚

= 2√2

よ
,
て

。
点 D の x 座標 は恐

5
.

( 1 ) 6 の 約数 は
、

1
,
2
,
3
,
6

なので
,
( ii ) で 箱 に 入 る 玉 は 4個

～

( 2 ) 操作 を 2 回行 うので , さこ 3 を 2回投 げる
こととなる

。
このときさいころの 目 の 出方 は

、
全部 で

6 × 6 = 36 通 りである ～

～



2 回 の 操作 で 王 が 4 個 になるのは

⑦ 1 回目 の 操作 で 玉 を 1 個
,

2 回目 の操作 で玉 を

3 個 入 れるとき
⇒ 1 回 目 で 約数 が 1個

,

2 回目 で 約数 が 3個

の数字 がでる

1 回 目 の 操作 で 玉 を 個
,

2 回目 の操作 で玉 を⑨ 2

個 入 れるとき2

⇒ 1 回 目 で 約数 が 個
,

2 回目 で 約数 が 1固22

の 数字 がでる

1 回 目 の 操作 で 玉 を 個
,

2 回目 の操作 で玉 を⑨ 3

個 入 れるとき1

⇒ 1 回目 で 約数 が 個 , 2 回目 で 約数 が個 て
の数字 がでる

の 3 パタンがある 。

⑦ のとき
,

1回目 で 山 ⇒ 1 通 り

2 回目 で 出 ⇒ 1 通 り

よって
、
に 通 り) w

⑨ のとき

⇒ 3通 り1 回目 で 2
.
3

.

5

2 回目 で 2
,
3

.

5 ⇒ 3通 り
22. 3 × 3 = 9 通≡



⑨ のとき

1 回目 で 4 ⇒ 1 通 り
～

2 回目 で 山 ⇒ 1 通 り

よって 1 × に 1 通
～

以 上 より 2 回 の 操作 を行 ったとき 玉 が 4個 と

なる 場合 の 数 は
/ + 9 + 1 = 1 い

通 り
～

したがって 求 める 確率は
(3 )

① 1
,
2
,
3
,
4
,

5
.

6 の 約数 には 必 ず 1 がある
。

⇒ 操作 を 行 うたびに , 必 ず 1 は 1個 ずっ

追 加 され

1 が 書 かれた 玉 が21個 あるので 操作 を 行 った

回数 は 21 回 。よて
n

= 21mm

② 4 の 玉 はさいころの 目 が 4 のときのみ箱 に 入 れる{ 6 の 玉 はさこ 3 の 目 が 6 のときのみ 箱 に入 れる

したがて , 4 と 6 の 玉 の 個数が 等 し= とから
、

4 の 目 と 6 の 目 が 出 た 回数 は 等 しい 。

3 の 目 が 出 た 回数を x 回 , 4 α 目 が 出 た 回数 を

Y 回 とすると , 5 の 目 が 出 た 回数 は x 回
,
6 の

目 が 出 た 回数 は Y 回 である
。



1 の 目 が 2 回 → 1 が 2 個

2 の 目 が 5 回 → 1 が 5 個
,

2 が 5個
m

3 の 目 が x 回→ 1 がx 個 3が
4 の 目 がは 回 → 1 がは 個

,

2 が Y個
,
4 が 8個人
～

らの 目 が x 回 → 1 が x個 らが x個
～

6 の 目 が Y 回 → 1 が Y 個
,

2 が Y 個
,
3 が

～ ～

Y個 6 が Y個一
～
～

のより
,
全部 で 21 回 の 操作 を 行 ったので

2 t 5 t x t y t x ty = 21

∴ .2 x t 2 y =14 -①

また 。 1 以外 の 玉 の 数 は 52 - 21 = 31 個 なので

5 t x t yt は t x 「 yty ty = 3 ～
～ ～

桓2 の 目 3 の 目 4 の 目 5 の 目

2x: 5 y = 26 - ②

① - ② より

2 x t 2 Y = 14

2x + 5Y
-3 y = - 12

y = 4

Y = 4 を ① に 代入 して

2 x + 2 × 4 = 14
.

2x = 6 ⇒ x = 3

よて , 5 の 目 が 出 た 回数 は 3点



③ 52 個 の 玉 のうち 5 の 玉 だけを 取 り 除 いたので

1 が 21 個

2 が 5 十 4 + 4 =13個 目目

3 が 3 t 4 = 7 個
合の目 お目

4 が 4 個
6 が 4 個

合計 で 21 t 13 t + 4 + 4= 49 個 ある
。

人

このう 5
,

6 の 約数 は 4 以外 なので
,

6 の 約数 と

なる 玉 は 49 - 4 = 45 個 ある
。

≈

よて 求 める確率は
6

.

( 1 ) 作業 し

⑪枚 ⑪枚 ⑪枚
C

作業 2(曜 ↓↓δ枚取 る 8枚取 る

236
作業 3(る、 ↓ 2枚入れる

殺4412
)1



作業 4(
」

1枚 ↓ る
入 れる

⑪ 枚C2523
よって

、
A には 25枚 ある
m

箱

( 2 )

。 作業 4 で B から 1枚 コインを 取 り 出 し 、 Aに箱箱
1 枚入 れる

。

作業 4 の 後 に 箱 A が 25枚 のとき
,
作業 4

を 行 う 前 (作業 3 の 後 ) には 箱 A にコインが
24 ある枚
mi )

。 作業 し

殺τεµ
(作業 2入れる

取 る
) 8枚 とる

C歌)?
∞ 枚心

c 《 」 “ s

作業 2 の 後
箱

A には x + 16 枚 ～
～

にn
箱 C には

x - 8 枚 ある
～

m

( iii )



作業 2

rox
《

8 x 8

作業 3(取る ↓ x - 8 枚入れる

③24x 16
枚

作業3 で , x に 関係 なく 箱 A に 24枚 の

コインがある

( 3 )

の ① 作業 2 で 箱 B
.
箱 C から取 り 出 すコインを

Y 枚 とする 。

作業 1

A

⑪
作業(隧 )Yる

C

↓ Y撮る

Yxyy
作()“る ↓ x - y 枚入れる

③傘然



よって 作業 3 のあと 箱 A には 3 の 倍数 の

コインが 入ってる 。

∴ n = 3
m

②
作業 3

② ☆簗(作業 4 ↓る

C殺③
作業 3 の 後 のコインは 作業 4 の 後 のコインより

1枚 少 ない 。 また 作業 3 の 後 にコインの 枚数 は

3 の 倍数 となる
。

ア : 作 業 3 の 後 は 34枚 なので 誤 り

イ : 作業 3 の 後 は 44 枚 なので 誤り

ウ = 作業 3の 後 は 5枚 4 なので正
: のとき 3 Y = 54 より Y = 18

したがって 作業 2 で 箱
B 箱 C から 18枚ずっ

～

コインを 取 り 出 せば 良い


